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平成１６年７月の福井豪雨などの梅雨前線豪雨、一連の台風等における高齢者等の被災

状況等を踏まえ、一人ひとりの要援護者に対して、具体的な避難支援計画（避難支援プラ

ン）を作成する等の取組みが早急に求められています。 

 そこで、越前市としましても、要援護者（災害時において自力で適切な防災行動をとる

ことが特に困難と思われる方々）の把握と避難支援計画の作成が急務となっています。 

つきましては、各町内において、下記の手順により必要な情報の把握をお願いしたいと

存じます。 

 

（１） 災害時要援護者の把握について 

 

まず、各町内で要援護者（災害時の避難などが自力では困難な方）の

候補者を選定して下さい。 

なお、選定については、区長を中心として町内の自主防災組織（自警

消防隊が未設置の町内においては民生児童委員・福祉推進員等）な

ど、町内で協働して行なって下さい。 

 

次に、候補者宅を訪問し、台帳への登録について本人の同意を得て下

さい。そして、同意を得た要援護者と相談して、台帳の記載事項を記入

して下さい。 

 

 

また、町内で把握した要援護者（台帳登録者と拒否者）については、所

在の確認のため、白地図等に転記して町内で保管して下さい。 

 

 

 

整理した登録台帳は、随時、防災安全課まで提出して下さい。 

 

 

 

 

候補者選定 

訪問・説明 

台帳記入 

地図整理 

提出 

具体的な避難支援プランの取組について 
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（２）避難支援者の選定について 

   

 

 

 

 

① 避難支援者は、基本的に要援護者の近所の方をお願いします。 

② 選定にあたっては、要援護者本人の意見を反映させて下さい。 

③ 避難支援者は、必ずしも若年者に限らず、高齢者でも支援ができると思われる方も含めて

下さい。 

 

（３）災害時要援護者情報(登録台帳)の共有方法 

 

  登録台帳（得られた要援護者情報）は、市（福祉部局・防災部局）、町内（区長・民生児童委員）、

避難支援者（対象の要援護者台帳のみ）で管理し、災害時のみ利用するよう、厳重に管理しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜避難支援者とは＞ 

災害時に要援護者の避難などを支援（手助け）できる方です。１人の要援護者に

対して複数の方々を選定して下さい。 

区長
自主防災組織 



災害時要援護者の避難支援について 

（避難支援プラン） 

 

～ いかに災害時要援護者（災害弱者）を守れるか（助け出せるか） ～ 

 

平成１６年７月の福井豪雨などの梅雨前線豪雨、一連の台風等における高齢者等の被災

状況等を踏まえ、一人ひとりの要援護者に対して、具体的な避難支援計画（避難支援プラ

ン）を策定する等の取組みが早急に求められています。 

 そこで、越前市としましても、要援護者（災害から自らを守るために安全な場所に避難

するなど、災害時において適切な防災行動をとることが特に困難と思われる方々）の、把

握と避難支援計画の策定が急務となっています。 

また、降雪時を向かえ、１人暮らしのお年寄り世帯などの雪下ろしについても、各町内

の状況把握も併せて必要だと考えています。 

つきましては、災害時において中心的な役割を担って頂いている区長各位に対しまして、

各町内における要援護者について、必要な情報の把握をお願いしたいと存じます。 

 

＜必要な情報とは＞ 

○基本情報として  （住所、氏名、緊急連絡先等） 

○福祉情報として  （障害の程度、雪下ろしなどの必要なサービス等） 

○防災情報として  （避難支援者、支援内容、避難先等） 

 

＜避難支援計画とは＞ 

要援護者１人ひとりについて登録台帳を整備し、災害時に備えた個別計画を作成するこ

とです。 

 

＜調査の手順＞ 

  

① 各町内において要援護者を把握して頂き、個別に登録台帳を整備します。 

② 併せて、雪下ろしが必要な世帯についても把握をお願いします。 

③ 要援護者を把握すると同時に、要援護者の支援者配置もお願いします。 

④ 登録台帳により個別計画を策定し、区長や避難支援者などと共有（保管）します。 

⑤ 保管については、個人情報に配慮して適切に保管します。 

⑥ 適宜、要援護者の状態を把握し、登録台帳の更新を図り、災害に備えます。 

⑦ 今回の登録台帳整備により、各町内で自主防災組織の育成も推進して行きます。 

 



＜全体の流れ＞ 

 

                        11 月中旬まで 

 

 

 

 

 

          11 月末までに              12 月末までに 

 

 

 

 

     対応                   対応 

 

 

 

 

 

「自主防災組織とは」 

 

 
 
 
 

要援護者の把握と支援者の確保 

個別計画の策定と名簿

の追加・修正と保管 

雪下ろし希望世帯の調査 

 

雪下ろしの状況確認

と補助 

長寿福祉課 防災安全課 

各町内へ配布 

災害発生時はもちろん、日頃から地域住民が一緒になって防災活動に取り組むた

めの組織です。また、実際に災害が発生した際には、初期消火活動、被災者の救出・

救助、情報の収集や避難所の運営といった活動を行うなど、非常に重要な役割を担

うと考えられます。  

 

現在まで、越前市における自主防災組織とは、自警消防隊を自主防災組織として

いましたが、今後は区長の指揮のもと、自警消防隊をはじめ町内各種団体の参画の

もと組織化していく必要があります。そのためには、今回の地域における要援護者の

把握において、自主防災組織の確立と啓発になるような取り組みをお願いいたしま

す。 

 



代理人
（保護者）

住所

　　㊞　　　 氏 名 ㊞

区分

電　話

性　別 生年月日

氏　名

緊 続　柄
℡（昼）

急 ℡（夜）

氏　名

連 続　柄
℡（昼）

絡 ℡（夜）

氏　名

先 続　柄
℡（昼）
℡（夜）

避
℡（昼）

難 ℡（夜）

支
℡（昼）

援 ℡（夜）

者
℡（昼）
℡（夜）

特記事項

Ｎｏ.

避難場所

区長名

氏　名

氏　名

　この情報は、災害発生時において地域の支援により生命等の安全を図るものであり、それ以外の用途
に使用することを禁止します。

医療機関

越前市長　　奈　良　俊　幸　　

本人住所

　　氏 名

町　名

災害時要援護者区分（1.高齢世帯　2.昼間高齢世帯　3.低学年児童　4.その他）

住　所

氏　名

緊急通報
システム

介護保険
受給状況

身体状況

氏　名

平成20年度

有　　　　・　　　　無 有　　　　・　　　　無 有　　　　・　　　　無

災害時要援護者登録票

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　　月　　　日

　私は、越前市災害時要援護者避難支援制度に同意し、下記の台帳に登録するとともに、この情報
を越前市(県)及び町内会、民生委員、地域支援者、消防署に提供することを了承します。

＊避難支援者の方に、責任を負わすものではありません。

平成１８年度 平成１９年度



＊　①～⑤の5ブロックで、時間は全て19：30から開催します。

月 日 曜日 地区 場所 区長数 対象地区

11月 6 月 ① 左岸北部 文化センター（小） 70 吉野・大虫・東・西

9 木 ② 東部 今立学習センター 74 今立地区

南地区 南公民館　7時～ 24 南

文化センター（小） 21 神山・王子保

15 水

16 木 ④ 右岸 東消防署　会議室 64 国高・北新庄・北日野・味真野

18 土 ⑤ 欠席者 東消防署　会議室 今立地区、味真野他

19 日 ⑥ 欠席者 文化センター（小） 旧市内、神山、王子保他

白山公民館 29 白山・坂口

22 水 ⑧ 欠席者 福祉健康センター 旧市内

26 日 ⑨ 欠席者 東消防署　会議室 今立地区、北日野、味真野

12月 2 土 ⑩ 欠席者 白山いこい館 白山地区

⑦ 西部
事例発表：上出敬一氏（民生委員）-福祉マップ

災害時要援護者支援プラン調査、自主防災組織の拡充及び洪水ハザードマップ説明会日程

14 火 ③
左岸南部

事例発表：角方重光氏（三ツ口町）-事前調査の結果

21 火


